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―― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 ―― 

 

 

 

 

 

 

使用上の注意改訂のお知らせ 

2024 年 10月 

抗精神病剤 

ブロナンセリン製剤 

このたび、標記製品の「使用上の注意」を自主改訂いたしましたので、お知らせいたします。 

今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

【改訂内容】改訂箇所を抜粋

改訂後（ ：追記・変更箇所） 改訂前（ ：削除・変更箇所）

2．禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.3（略） 

2.4 イトラコナゾール、ボリコナゾール、ミコナゾール

(経口剤、口腔用剤、注射剤）、フルコナゾール、ホスフ

ルコナゾール、ポサコナゾール、リトナビルを含む製

剤、ダルナビル、アタザナビル、ホスアンプレナビル、

エンシトレルビル、コビシスタットを含む製剤、ロナフ

ァルニブを投与中の患者［10.1参照］

2.5（略）

2．禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.3（略） 

2.4 イトラコナゾール、ボリコナゾール、ミコナゾール

(経口剤、口腔用剤、注射剤）、フルコナゾール、ホスフ

ルコナゾール、ポサコナゾール、リトナビルを含む製

剤、ダルナビル、アタザナビル、ホスアンプレナビル、

エンシトレルビル、コビシスタットを含む製剤を投与中

の患者［10.1参照］

2.5（略）
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2. 10.1  

 /

/ DSPB  

 

15.1  

 15. 15.1 

 

 

 BPSD*

2 27

1.6 1.7 FDA 2005 2008

BPSD Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia  

 

 

 

Pharmaceuticals (Basel) 2021; 14: 246 J Alzheimers Dis Rep 2018; 2: 1-26 Ann Intern 

Med. 2007; 146: 775-86  

15. 15.1 

BPSD 2

 

/ DSPB  

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000135953.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000135953.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000135953.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000135953.html
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このお知らせ及び最新の電子化された添付文書は、住友ファーマプロモ株式会社の医療関係者向けサイト（アドレス：

https://prm.sumitomo-pharma.co.jp/product/）でご覧になれます。この改訂内容は医薬品安全対策情報（DSU）No.331 に掲載

され、PMDA メディナビで配信される予定です。 

また、添付文書閲覧アプリ「添文ナビ®」で以下の GS1 バーコードを読み取ることで、PMDA ホームページ上の最新の電子化され

た添付文書や関連情報をご覧いただけます。

当該製品の GS1 バーコードはこちら 

ブロナンセリン錠/散「DSPB」 

24100 BLO 


